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* * * 文献の探し方（基本編） * * * 

＜問題の切り口＞ 

 

「調べたいこと」＝「検索の出発点」 → まず、文献探しのテーマを明確にしよう！ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Step. 1 で探した図書が茨大図書館にあるか、OPACで検索する。 

 
  
 ＊NACSIS-Webcat （http://webcat.nii.ac.jp/）  → 全国の大学図書館の蔵書検索 
 ＊NDL-OPAC（http://opac.ndl.go.jp/index.html）→ 国会図書館の蔵書検索  

～他の図書館から、図書を取り寄せることも可能。（送料:自己負担）～ 

＊＊例：「メディアに関するレポートを書く」＊＊ 

 

 

   
メディア   

新聞   ラジオ   テレビ   インターネット    
 

 

 

 

・ メディアの社会への影響？ ・メディアの歴史的な変遷？ etc… 

１．図書を探す 

０．文献探しの準備 ～テーマの決定～ 

＊どのようなテーマについて論じるか？ 

メディア全般について 

論じたいのか？ 

 

個別のメディアについて 

論じたいのか？ 

Step.２ 茨大図書館の所蔵を探す 

＊問題の切り口は？ 

ジャーナリズム コミュニケーション 
関連テーマについて 

論じたいのか？ 

Step.１ テーマに関する図書に、どのようなものがあるか探す 

Step.３ 他の図書館の所蔵を探す 

方法① インターネット上の、無料データベースを利用する。 

         ＊Webcat Plus（http://webcatplus.nii.ac.jp/）→ 連想機能あり 

      
方法②  本や論文の、引用文献を参考にする。（＝芋ヅル式に探す） 
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＊ 図書の場合と同じように、引用文献を参考にしてもよい 

 
  
           
 
                                                             

 

                                           

 

 
＊約16,０００誌のデータを収録 

＊学術雑誌・一般雑誌ともに収録 

＊学術雑誌を多数収録 

＊本文へのリンク有（一部雑誌） 

＊Webcat Plus へのリンク有 

（一部雑誌） 

＊収録データは、約916万件 

＊学術雑誌・一般雑誌ともに収録 

＊OPACへのリンク有（一部雑誌） 

２．雑誌を探す 

Step.１ テーマに関する論文（記事）に、どのようなものがあるか探す 

Step.２ 所蔵を調べる 

① 

② CiNii （サイニィ : GeNii内） 

② 
③ 

① MAGAZINE PLUS 

③ 雑誌記事索引 （NDL-OAPC内） 

×同時アクセス数は、一人まで 

×学内利用限定 

×学内利用限定 ○学外からも利用可能 

図書館HPから、論文（記事）データベースへ 

アクセスできる 

おもなデータベースは ３つある 

ない場合 

① OPACで 
茨大図書館の所蔵を調べる 

 

② WebcatやNDL-OPACで 
他の図書館の所蔵を調べる 

 

雑誌A 

論文a 

論文b 

論文c 

＊ 1冊の雑誌には、さまざまな論文（記事）が掲載 

されている。 

＊ 論文（記事）単位で探した方が、テーマに関する

ものを効率的に見つけられる。 

＊ 工・農分館に所蔵があった場合、

取り寄せも可能 

（送料無料、コピー代は自己負担） 

 

＊ 所蔵があった場合、取り寄せも可能 

（送料、コピー代は自己負担） 

＊詳しくは、図書館カウンターまで 


